廃プラスチックの処理・リサイクルに関する選択肢 by 武山 尚道 & Takeyama Hisamichi











The choice for resolving waste plastic problems, Recycling or Energy recovery 
 
 

































* 工学部非常勤講師 (環境システム学科） 受理日 :(2019 年 12 月 5 日 )
発行日 :(2020 年 3 月 1 日 )　
１．廃プラスチックのリサイクルと処理をめぐる実態 










































































樹脂生産量 国内樹脂消費量 国内樹脂投入量 使用 使用済製品排出量
1,102万ｔ 1,012万ｔ 978万ｔ 828万ｔ ケミカルリサイクル
廃プラ総排出量 40万ｔ （高炉コークス炉原料等）
903万ｔ
再生樹脂投入量 生産・加工ロス 一廃　418 サーマルリサイクル 固形燃料、セメント　167















ルを合わせた有効利用量 775 万トンのうちの 68％、
524 万トンがサーマルリサイクルとなっている。 
 これに対してマテリアルリサイクルは有効利用量全
体の 27％の 211 万トンと少ない。 
 マテリアルリサイクル 211 万トンのうち 61％、129
万トンが輸出となっており、国内でのサーマルリサイクルは 4 割以下の 82 万トンに留ま





























































2017 年時点におけるプラスチック樹脂の生産・投入量は、再生樹脂を含めて 1,164 万トンで














4 分の 3 程度でしかない。 
ⅱ）国内のマテリアルリサイクルルートからの漏れ 












4 「日本のプラスチックごみが溢れかえり始めた訳」（河野博子）東洋経済オンライン 2018/11/27） 
5 貿易統計によれば、2017 年の廃プラスチック（HS3915「プラスチックのくず」）の輸出量は 143 万トンとなっ
ており、マテリアルフローで示した海外マテリアルリサイクル 129 万トンとは 14 万トンの差がある。統計デー
タから実態を解明することは難しい。ただ、国内でマテリアルリサイクルされたものが再投入される過程から漏
れて不明となっているのがこれと同じ 14 万トンである。またこれは、後述の PET 樹脂のマテリアルフローのと








ているのは、実際には（82－14＝）68 万トンであり、リサイクル全体の 9％にも満たない。 
③ 輸出の状況とそのリサイクルへの影響 
廃プラスチックの輸出状況について貿易統計を中心にみていくと、次の点が指摘される。 
近年の廃プラスチックの輸出量は、2015 年までは 160 万トン以上で推移してきたが、最近
の状況をみると、2015 年対比、2017 年は 89％、2018 年は 63％と急速に減少している（図表










   
こうした状況から、先に掲げた 2017 年時点のプラスチックのフローは、現在では数量面で





















































 2017 年と比べて 2018 年には既に 42 万トン（貿易統計における 2017 年と 2018 年の値
の差）が輸出できなくなっている。 
 輸出が完全にストップすると仮定すると、最大値としてはこれに加えて 100 万トン（貿易





















とおりとなる。販売量は輸入されているものも合わせて 58 万 8 千トンであり、その年に回収
された廃ＰＥＴボトルは 62 万 4 千トンとなっている。その内、海外向けに回収された分が 25
万 2 千トンあり、そこから実際に 23 万 7 千トンが輸出されている。そして、輸出されている
うちの 20 万 1 千トンがリサイクルされていることになっている。一方、国内向けに販売され
た 37 万 2 千トンについては、そのうちの 29 万 8 千トンが国内でリサイクルされ、国内での樹
脂再生に投入されている。 
 
7 （一社）プラスチック循環利用協会資料によると、2017 年におけるマテリアルリサイクル 211 万トンのうち、
使用済み製品が 137 万トンを占め（残りは生産・加工ロス）、その内の 37％、50 万トンがＰＥＴボトルとなってい
る。PETボトルのマテリアルリサイクルが廃プラスチック全体のマテリアルリサイクルに占める割合は24％である。 










に国内で行方不明になっているものが 1 万 5 千トン、及び輸出されていてもリサイクルされて






はリサイクルの内容が不明である。数字と追うと、国内向け回収量 37 万 2 千トンの内訳は指
定法人ルートが 19 万 9 千トンとなっているので、「それ以外」の部分は 17 万３千トンとなる。
したがって、計算上ではあるが、「それ以外」のうちの９万９千トン（「国内リサイクル 29 万 8




れて国内に留まった部分の 1 万 5 千トンと、この指定法人渡しでリサイクルされなかった 7 万
図表６　PET樹脂のマテリアルフロー  2017年
樹脂生産・輸入 用途 ボトル製造 ボトル販売 回収・再資源化工程
樹脂国内生産量 海外向け回収量 PETボトル海外輸出量 海外でリサイクル




852千トン 指定PETボトル（輸入製品） 国内向け回収量 国内リサイクル
11千トン 372千トン 　指定法人渡し　    199千トン 298千トン































量 39 万 2 千トン）と突き合わせると、海外でリサイクルされているとされるのは 20 万 1 千
トンであるから、差引すると最大で 19 万トンがリサイクル目的以外で輸出されている可能性
がある。このなかには、上記②で述べた国内での不明や海外輸出先での非リサイクル処理を合






















（リサイクルされない）」3 万 6 千トンと「リ
サイクルでない PET くず輸出」14 万トンと考えられるので、2018 年にはそれらのうちから約
9 万トンが国内に追加的に滞留していることになる。これらが国内で焼却されているとすると、
2018 年においては、マテリアルフローが 2017 年と基本的に同じであると仮定すれば、先の国















































903 万トンのうち一般廃棄物が 418 万トン、産業廃棄物が 485 万トンで、ほぼ半々である。
そして再生利用量（つまりマテリアルリサイクル）は、それぞれ 67 万トンと 144 万トンとな
っている。したがって、一般廃棄物としての廃プラスチックは、マテリアルリサイクル 211 万
トンのうち 32％、産業廃棄物のそれは 68％となっている。また、それぞれの排出量に占める
割合は、一般廃棄物で 17％、産業廃棄物では 30％となる（図表８）。 




次に一般廃棄物である PET ボトルのマテリアルフローでは、PET ボトルのリサイクル（マ
テリアルないしケミカル）は国内・海外合わせて 49 万 9 千トンであるため、PET ボトル以外













































してきた結果、2017 年には 3 分の 1 以下になった。そこから、この間、単純焼却されていた部
 






















































































2012年 446 68 15.2% 49.5 482 138 28.6%
2016年 407 68 16.7% 50.0 492 138 28.0%













































2012年 446 195 33 228 482 107 60 167
2014年 442 200 30 230 483 96 54 150
2016年 407 185 25 210 492 96 54 150








1,221 1,211 1,189 1,172 1,162 1,141 1,120 1103

















































11 2018 年 6 月に閣議決定された「廃棄物処理施設整備計画 2018～2022 年度」において、廃棄物処理施設の整
備にあたって、省エネルギー化、廃棄物エネルギーの効率的な回収およびそのための施設の大規模化などを掲げ



























































































































































































































 廃プラスチックの焼却量が 15 万トン増加した結果、温室効果ガスは 36.7 万トンの増加と
なったが、最終処分場からのメタンガスの抑制と電力会社での温室効果ガス発生抑制によ
って、19.7 万トンの増加にとどまった。経費（焼却作業費、不燃ごみ処理作業経費、埋め
立て処分経緯）は売電収入の増収を合わせると 53 億円の削減となった。（参考文献１） 






















































なお、ここで統計として利用できたのは、2017 年までの廃プラスチックや PET ボトルに関
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